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ナノテクノロジー 

がんを狙い撃ちする薬剤の性能を、指先サイズの実験室で評価する 

研究 

概要 
血管をはじめとする生体組織のモデルを作り、薬剤の性能評価に応用する 

 

 理工学部 応用化学科 

佐々木 直樹 講師 Naoki Sasaki 

研究キーワード：マイクロ流体デバイス ナノ粒子 創薬 生体モデル 

URL： http://www2.toyo.ac.jp/~nsasaki/ 
 

研究シーズの内容 

ナノサイズの粒子に薬物を担持した「ナノ薬剤」を生体に投与すると、目的部位に選択的に送り届

けられ、効果的な治療が可能です。しかし、従来の培養細胞を用いる評価系は生体に比べてサイズ

や環境が大きく異なり、実験動物はコストが高く倫理面の問題もあります。そこで本研究室では、マイ

クロ流体デバイスを利用した新たな生体モデルの開発に取り組んでいます。血管と同程度のサイズ

のマイクロ流路を擬似血管とみなして用いることで、血管からナノ薬剤が漏れ出て腫瘍へと到達する

過程を模擬できます。生体内に近い状態でナノ薬剤の性能を精密に評価し、新規ナノ薬剤開発へと

つなげられる実験モデルを目指して研究を進めています。 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

実験動物の代替法としての利用、ドラッグスクリーニングへの応用 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 “A palmtop-sized microfluidic cell culture system driven by a miniaturized infusion pump” 

Electrophoresis, 33(12), 1729-1735 (2012). 

“Microfluidics for nano-pathophysiology” 

Advanced Drug Delivery Reviews, 74, 115-121 (2014). 
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知的障がいのある人たちのコミュニケーションを促進する ICT の活用 

研究 

概要 

携帯性と利便性を併せ持つタブレット PC は、障がい児教育や障がい者のコミュニケーション

に広く用いられるようになった。有効なアプリの検討とその使途について研究している。 

 

 社会学部 社会福祉学科 

志村 健一 教授 Kenichi Shimura 

研究キーワード：知的障がい タブレット ICT アプリ 

URL： http://researchmap.jp/read0045114 
 

研究シーズの内容 

１． タブレット PC は直感性に優れているため、知的障がいのある人にとって使いやすい。 

  

 見たいところは触る、進める場合は指で進める、拡大するには指で開く等、タブレットPCは直感性で

操作できるのが特徴であり、携帯性に優れ、わからない事は繰り返し確認できること等、知的障がい

のある人にとって使い勝手が良いでしょう。障がい児の学習支援のみにとどまらず、就労支援におけ

る作業手順の学習や、社会生活のスキルを身につけるためのツールとして期待できます。 

 

２．意思疎通を図り、意思決定支援に役立てる。 

  

 絵カードのパッケージや会話支援のアプリが開発されています。これらを利用して言語によるコミュ

ニケーションが苦手な人たちのソーシャルワークで活用が期待されます。従来、重度の障がい者の

声なき声を聴くのが、専門職の役割であると言われてきましたが、タブレット PC を利用することによ

り、声なき人たちとの意思疎通が円滑化され、また、意思決定支援の場面での活用が期待されま

す。 

 また、アセスメントや調査に活用されることにより、支援計画作成時の本人の参画や、知的障がい

のある本人を対象とした調査などにも活用が期待されます。 

 

３．しかし、それをどのように使えばいいのかわからない。 

 

 利便性が高い一方、新しい技術の導入は心理的抵抗があったり、使い方がわからないケースも見

受けられます。知的障がいのある人たちが使いやすいアプリをパッケージ化し、さらにその有効な使

用法も提供するようなサービスが求められます。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

ソフトバンクが障がいのある人たちへ端末を貸与し、サービスを拡大しているようなケースがすでにあ

りますが、支援の専門的な立場から、端末、アプリ、サービスを一体化する活用が希求されているの

ではないかと思われます。 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

志村他（2015）「障がい者福祉施設における ICT の利用」『福祉社会開発研究』第 7 号 

 


